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生活実感で一番の負担

2019 春闘 

働くみんなの 

要求アンケート 
集約数:11組合･2,299人 

      京都医労連通信  2019 年 2月 18 日 NO.1529 

～・～春闘ニュース～・～ 

生活が苦しいが約６割！！ 

        月の賃金不足額は４３，４４９円！！ 
                                                 （昨年の賃金不足額は41,693円） 

           実質賃金が下がり続ける中、物価の上昇、税・社会保険料負

担などが重くのしかかっている実態が結果から読み取れます。消費税10％への増税も予定

されており、賃金の大幅引き上げは切実な要求です。 

 

 

 

  

 

 

 

「職場で不満に感じること」は「賃金が安い」が６割(正職員) 

 職場の不満（正職員） 職場の不満（正職員以外） 

１位 賃金が安い           59.3％ 退職金がない・少ない         45.2％ 

２位 人員が少ない          36.6％ 賃金が安い              39.7％ 

３位 一時金が少ない         34.3％ 正職員との賃金・労働条件の格差    32.9％ 

労働実態では９割以上もの人が 

普段の仕事で「疲れている」と回答 

慢性的な人手不足、長時間夜勤・時間外、過密労働で疲労困憊。 

大幅増員と労働条件の改善が求められています。 

政府に対する要求では「医療･介護･保育の充実」が41.8％、 

「消費税増税中止…」33.2％、「最低賃金引き上げ…」31.9％、 

となっています。社会保障制度の拡充が必要です。 
 

春闘要求で経営者に現場の生活・労働実態を知らせるとともに、3.14

医労連統一行動に結集して、社会に対してもアピールしよう！！ 


